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　ブラックバスはここ

ため池等で生息域を拡

では、多くの河川・湖
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課　主任研究員　本　間　智　晴

れて消化された魚を特定することは容易

ませんが今年の６月に調査したところ、

バスに捕食されていた魚はワカサギ・ヨ

が中心であったことがわかりました。オ

スがワカサギを捕食していたことは、ワ

直接の被害があるのみならず、湖内の生

ッドの上部に位置しワカサギを餌として

ナに対してマイナスの効果を与えている

なります。

オクチバスが増殖した場合、ある種に対

被害を与えるだけでなく、間接的に被害

ことも考えなければならないのです。

、コクチバスの稚魚を紹介します。（内ノ

で捕獲したものです。）オオクチバス同様

後ろが黒くなります。水面上からではオ

コクチかの判別はつきませんが捕獲して

特の模様ですぐにわかります。コクチバ

にお目にかかることは少ないとは思いま

いと信じています。）怪しいと思われる

成魚どちらでも結構です。）を捕まえた

是非ご一報下さい。

コクチバスの稚魚



ニシキゴイの血は濃いか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養殖課　　主任研究員　佐　藤　　将

　近頃、ニシキゴイが弱くなったと言われていま

す。遺伝要因と環境要因とが考えられますが、具

体的に実証されていません。こうした中、遺伝要

因を把握するため高知大の谷口教授（現：東北大）

が、山古志村のニシキゴイ親魚の遺伝学的調査

（DNA 分析）に乗り出しました。

　内水面水産試験場もこの調査に参加し、山古志

漁協の協力で、現地でのサンプル採集を進めてき

ました。組合員の所有する紅白・大正三色・昭和

三色の親魚から鰭の一部（5mm×1cm ほど）を切除

し、内水試のサンプルとともに大学へ送付しまし

た。内水試からは、上記３品種以外の品種のサン

プルも送りました。

　これらのサンプルから DNA を取り出します。DNA

はたくさんの遺伝子の集合体ですが、この中から

検出可能な４つの遺伝子を調べました。これらは

一つの遺伝子につき、たくさんのタイプ（遺伝子

型）があるので、遺伝的多様性の評価に適してい

ます。遺伝的多様性が大きいということは、いろ

んな遺伝子のタイプがあるわけで、近親交配が進

むと多様性は低下します。

　各遺伝子のタイプ（遺伝子型）数は、野生マゴ

イ、養殖ゴイ、ニシキゴイの順でした（図１）。ま

た、各遺伝子型のヘテロ型の割合についても同様

の結果となりました（図２）。ヘテロ型というのは、

AB のように対になる遺伝子が異なる型のことを

いいます。ヘテロ型が多いとその子孫は多様性が

維持されますが、少ないと同じタイプ（ホモ型）

が多くなります（表１）。

　これらの結果は、ニシキゴイでは少ない親魚で

種苗生産が行われてきたばかりでなく、ニシキゴ

イが生まれてくる過程に関わった親魚群（祖先集

団）が少なかったということも示しています。兄

妹交配をせずとも、広い意味で近親交配が進んで

おり、マゴイなどに比べ血が濃くなっていると言

えます。ニシキゴイはきれいなもの、品質の高い

ものを求めてきました。これは遺伝的に固定さ

ようという方向です。固定とは端的に言って、

6.06.06.06.0

4.724.724.724.72

3.583.583.583.58

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

野生マゴイ 養殖ゴイ ニシキゴイ

　　図１　各遺伝子のタイプ数の平均値
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　　図２　各遺伝子のヘテロ型の割合

表１　ヘテロ型とホモ型から得られる遺伝子型

　 　親   　    生まれる子の遺伝子型

AB×AB  　  　AA, AB, AB, BB

AA×AA    　　すべてが AA

じ物ばかりにするということですから、多様性

失わせるということでもあります。今後は範囲

広げた調査を行い、近親交配の影響を最小限に

るような交配方法、つまり今回利用した DNA を

標として異なる遺伝子型間での組合せ交配を検

するということも必要でしょう。最後に、本調

にご協力くださいました山古志漁協の組合長並

に組合員の方々に、この場を借りてお礼を申し

げます。なお、本調査の内容は、水産増殖 48-

000）に掲載されています（英文）。
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薬が効かない病原菌の話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病理環境課　研究員　大　江　貢　弘

１　薬剤耐性菌とは１　薬剤耐性菌とは１　薬剤耐性菌とは１　薬剤耐性菌とは

　人間に細菌性の病気が発生したときの治療手段

の一つとして、薬（化学療法剤）が用いられます

が、これは魚も同じです。このときに、薬で殺せ

る菌を「感受性菌」、生き残る菌を「薬剤耐性菌（あ

るいは単に耐性菌）」と呼んでおり、細菌は薬の濫

用、誤用等によって、しばしば耐性化することが

知られています。

　50 年ほど前まで日本人の死亡原因の首位を占

めていた結核も、ストレプトマイシンなどの抗生

物質が発見されてからは完治する病気とされ、人

間は結核菌に勝利したものと考えられていました。

しかし、近年、これまで有効であった薬に対する

耐性菌が増え、結核による死亡率は年々増加傾向

にあります。

２　水産養殖における薬剤耐性菌の現状２　水産養殖における薬剤耐性菌の現状２　水産養殖における薬剤耐性菌の現状２　水産養殖における薬剤耐性菌の現状

　試験場では、検査や診断のために持ち込まれた

病魚から病原菌を分離し、有効な薬を選定するた

めに薬剤感受性試験を行っていますが、魚種を問

わず耐性菌が頻繁に確認されています。

　ここでは例として、平成９年９月１日発行の本

誌第 29号で紹介しましたニシキゴイの「新穴あき

病」をとりあげたいと思います。

　昭和 50 年頃に流行した従来の穴あき病は、いく

つかの水産用医薬品による治療が可能でしたが、

新穴あき病の病原菌はこれらに対して耐性を示し、

有効な治療方法がありませんでした。その後、ニ

ューキノロン系の動物用薬剤に治療効果があるこ

とが認められ、獣医師の処方箋に基づいてこの薬

が投与されるようになりました。ところが、最近

ではこうした薬も効果が薄れているという症例が

増加しており、このことは、新穴あき病の病原菌

の中に、この薬に対する耐性を獲得した菌株が出

現したことを示唆しています。

３　薬剤耐性菌への対策３　薬剤耐性菌への対策３　薬剤耐性菌への対策３　薬剤耐性菌への対策

　薬を使う限り、耐性菌の出現を避けることはで

きません。しかし、耐性菌が出現するまでの時間

を遅らせ、広がりを抑えることは可能です。

　投薬を行う場合、多すぎれば副作用が生じる危

険性が高まりますし、少なすぎれば治療効果がな

いだけでなく、生き残った病原菌に、薬剤耐性を

獲得するトレーニングをさせていることになって

しまいます。薬害を防ぎ、病原菌に確実にとどめ

を刺すためには、目検討による大ざっぱな投薬は

非常に危険であり、薬の用法、用量を適正に守る

必要があります。

　また、多くの場合、最初に少量の病原菌が、抵

抗力の低下した一部の魚に感染することによって

病気が発生し、病死した魚やひん死状態の重症魚

から多量の病原菌が排出され、病気が広まってい

くことになります。したがって、こうした魚は早

急に取り除き、消毒した後で処分すべきで、病死

魚が飼育池の中に長時間放置されたままであった

り、取りあげた病死魚を飼育池の近くに放置する

ようなことは、厳に慎まなければなりません。

３

：感受性菌
：耐性菌

耐性菌の増殖

投薬

生き残った

耐性菌

患部

変異等によって

生じた耐性菌



カジカ種苗生産の現状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小出支場　主任研究員　井　熊　孝　男

　新潟県でのカジカの種苗生産は、昭和50年代は

じめに内水面水産試験場小出支場（以下支場）で

開始されました。淡水魚の中でも飼育が難しく、

種苗生産技術もかなり難しいためなかなか思いど

おりに種苗を作ることができませんでした。

　しかし、近年は10万尾台をコンスタントに生産

できるようになり、種苗生産技術が一定以上のレ

ベルに達したとの判断から、平成10年度からは、

民間移転ということで、魚沼漁業協同組合（以下

魚沼漁協）に技術移転されました。

　民間移管に際しては、平成10、11年度の２カ年

は、支場が主体となり技術移転による種苗生産を

行ってきましたが、本年度からは、魚沼漁協主体

の種苗生産体制になり、支場はそれに対しての技

術的支援を行いました。

　本年度の種苗生産では、親魚搬入、備蓄及び採

卵を支場の施設で行い、卵の管理以降ついては約

半数を魚沼漁協の伊勢島の施設で、残りを危険分

散の観点から支場で行いました。

放流を待つ種苗たち(計量風景)

　これまでの生産状況は、民間移転以前の生産で

は10～13万尾規模の生産でしたが、平成10、11年

度の民間移転後の２カ年では約16万尾の生産があ

りました。また、本年度の生産では採卵数が約９

０万粒、総放流尾数は約281千尾（平均体重0.1ｇ）

で、過去最高の放流量になりました。この数量は

全国的にみて、これだけの種苗を生産できるとこ

ろはほとんどなく、技術水準は現時点では最高

技術になっています。

　本年度のカジカ種苗放流を行ったところは、

沼漁協以外は、糸魚川内水面、能生内水面、五

嵐川、胎内川、中魚沼郡、荒川、柿崎町内水面

国府川漁業協同組合及び阿賀野川漁業協同組合

合会の各河川でした。これらすべてのところは

沼漁協が生産した種苗を放流しました(種苗は

料）。

稚魚の放流風景(小出町)

　魚沼漁協では、今後本年度までに得られたデ

タを基に「より良い種苗の安定的な生産」を目

として、さらに技術の確立を図りたいとのこと

す。

　支場では、魚沼漁協が安定して生産できるよ

今後も技術面でのバックアップをしていきます
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佐渡の大空を
と  き

朱 鷺が舞う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養殖課　専門研究員　冨　田　政　勝冨　田　政　勝冨　田　政　勝冨　田　政　勝

　佐渡新穂村にあるトキ保護センターのトキは現

在６羽、好物のドジョウを食べて元気に育ってい

ます。地元新穂村は、ドジョウの養殖・供給計画

を打ち出し、休耕田5,200㎡を確保して養殖池を整

備するとともに、県に技術指導を要請しました。

それを受けて新穂村をまじえた関係機関で協議し

て、今後の進め方は①池の形状を自然水路形式と

する、②当面は給餌養殖で、将来は天然餌料培養

による粗放的養殖で行う、③種苗はできるだけ佐

渡産を活用、の３点としました。

  昨年の秋には15㎏、今年の春には10㎏が試験池

に入りました。既に３回ほどトキセンターに供給

されました。他県から長時間かかってくるものと

違って地元産はイキがよいので、喜んで食べてく

れたそうです。数年後には、野生復帰させるこ

も検討されています。

休耕田を活用した新穂村のドジョウ養殖試験休耕田を活用した新穂村のドジョウ養殖試験休耕田を活用した新穂村のドジョウ養殖試験休耕田を活用した新穂村のドジョウ養殖試験

　佐渡産のドジョウで育ったトキが佐渡の大空

舞うことを夢みながら、ドジョウ養殖を地元の

さんとともに頑張ります。

見つからないメダカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養殖課  主任研究員　山　口　裕　昭

絶滅危惧種絶滅危惧種絶滅危惧種絶滅危惧種””””メダカメダカメダカメダカ””””　　試験場の一般公開で使

おうと、天然のメダカを長岡市近辺で探しました。

田んぼの水路・小川、ため池、河川のワンドなど、

生息情報のあった場所も含め、かなり丹念に見て

回りました。ウグイ、フナ、モツゴ、タナゴ、ド

ジョウ、ハゼ類などが獲れましたが、肝心のメダ

カはほとんど見つからず、絶滅危惧とはこのこと

かと実感させられました。

人工繁殖人工繁殖人工繁殖人工繁殖　　100尾の親から、約3,000尾の子メダ

カができました。数日おきに産卵し、６～８月の

間に１尾が合計約600個の卵を産みました。

　繁殖は容易で、環境さえ整えばメダカの復活は

そう難しくないと思われます。しかし人工繁殖し

たメダカの不用意な放流は控える必要があります。

ヒメダカに限らず普通のメダカでも、自然のメダ

カとは遺伝子が違うかもしれないからです。

環境の変化　　環境の変化　　環境の変化　　環境の変化　　私が子供の頃には、いくらで

ダカがいたように記憶しています。最近、田

の水路のほとんどがコンクリート製のＵ字溝

　　　　メダカがいそうでいなかった小川メダカがいそうでいなかった小川メダカがいそうでいなかった小川メダカがいそうでいなかった小川

５

り、稲作期間以外は水が無くなります。

　また、多くのため池には無秩序な放流により魚

食性のブラックバス、ブルーギルが生息するよう

になりました。このように構造的にも、生物環境

的にも大きく変化し、メダカの住める場所が

れてきています。メダカの住む環境を少しで

し、大切にしていきたいものです。
と

池池池池

を

皆
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プログラム 管理者




病気と寒さに強い錦鯉づくりをめざして

参事（養殖課長）鈴　木　惇　悦・参事（小出支場長）大　久　保　 久　直

　７月10日から５日間、中国黒龍江省のハルビン

市を訪問してきました。今回の交流目標は、

　① 錦鯉共同研究の成果発表

　②来年度以降交流をどう進めるか

の２点です。

　錦鯉共同研究では、病気に強く、耐寒性を持つ

錦鯉づくりの研究成果が発表されました。その内

容は、錦鯉と荷包紅鯉の交雑魚が冬期間70㎝も結

氷する水温０～２℃の屋外池で、58585858％以上生残す％以上生残す％以上生残す％以上生残す

るるるること、新穴あき病に感染しても自然治癒する新穴あき病に感染しても自然治癒する新穴あき病に感染しても自然治癒する新穴あき病に感染しても自然治癒すること、

が確認されました。ただし形付率が15％と低いこ

とが残された課題です。

　この研究課題は平成14年度には成果をとりまと

め終了の予定です。

　平成５年度から始まった交流は、今回で８回目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

 

交流を終えて水産研究所の皆さんと記念写真交流を終えて水産研究所の皆さんと記念写真交流を終えて水産研究所の皆さんと記念写真交流を終えて水産研究所の皆さんと記念写真

になります。平成 13 年度からはお互いの事情

った方法、内容で、一般民間人も含めた経済交

方針が示されました。さらなる目標を掲げたこ

らの交流に期待して下さい。

　　　　

内水面水産試験場の一般公開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参事（資源課長）　鹿　島　武　司

　一般公開を、昨年に引き続き７月 30 日（日）に

行いました。この企画は、県の各試験研究機関を

広く一般県民に紹介し研究などへ関心と理解を深

めてもらう一環として実施したものです。

　「見て、触れて、淡水魚の知識」をテーマに、

魚類の解剖、標識、水質分析を体験してもらい、

紹介コーナーと相談コーナーでは、最近話題とな

っている外来魚の展示やビデオによる説明、錦鯉

などの飼い方、これまでの研究成果の紹介を行い

ました。

　内容は、いずれも小学生を主体に親子で楽しん

でもらう工夫をして行ったものです。中でも関心

を集めたのは、拡大鏡に写し出される鱗の年輪の

紹介や、魚の解剖、標識体験でした。

　この日は、今年最高の猛暑にもかかわらず

名を上回る見学者があり帰りには、試験場でふ

させたメダカ、ヒメダカ、錦鯉を希望者に持ち

ってもらいました。

　今後とも、研究の充実と県民に開かれた研究

関をめざしていきたいと考えています。

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　魚の解剖を行う参加者魚の解剖を行う参加者魚の解剖を行う参加者魚の解剖を行う参加者

水声魚語　育児放棄など世間では子育てに関して問題が多いこのごろですが、問題多き外来魚のブルー

ギルが試験場の池でせっせと子供のために巣作りしてる姿を見ました。複雑な心境です。（Ｔ．Ｈ）
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